
http://www.ssp21.or.jp

相模原商工会議所

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ 22013	年 2 月号 No.463
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労働契約法、
高年齢者雇用
安定法の
改正に
ついて 4p

Ⓐ �小林昌純氏（㈱コバヤシ精密工業　代表取
締役）を第34代青工研会長に選任		
～青工研　次年度役員選任総会～� 14ｐ

Ⓑ �ライフスタイルに合った中古アメ車を販売	
「㈲コレクションズ」� 12ｐ
Ⓒ �クサビ式仮設足場工事を中心に業務展開	
「㈱ビルドステップ」� 13ｐ
Ⓓ �備蓄用（5年保存）『さがみの潤水』		
アルミボトルで新発売� 16ｐ

Ⓔ �景気回復を期待　新年賀詞交歓会で		
福ダルマに目入れをする河本会頭� 15ｐ

Ⓕ �新たな1年の抱負を述べる長谷川光明会長	
～青年部臨時総会新年会～� 14ｐ

Ⓐ

Ⓔ

Ⓕ

Ⓓ

ⒸⒷ
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項　　目（相談員） 相談日 内　　　容
経 営
（中小企業診断士） 申込時に調整 経営の諸問題（販売受注促進・経営合理化・IT

活用法等）

創業・経営革新
（中小企業診断士）

木曜日
（第 5週除く）

事業計画の立て方、販路開拓方法等、創業・経営
革新についての相談

経営安定特別相談室
（中小企業診断士等） 申込時に調整 売上不振、取引先倒産等による経営悪化、事業の

見通しがつかない方のための相談指導

法 律
（弁　　護　　士）

金曜日
（第 5週除く） 取引上のトラブル、債権回収、契約違反等

発 明
（発　明　協　会） 第 2木曜日 実用新案、商標登録、特許出願手続き、侵害への

対応等の相談

許 認 可
（行　政　書　士） 隔月第 3金曜日

会社・組合等の設立、建設業の入札参加資格、飲
食業等の許認可、契約書作成の相談

税 務
（税　　理　　士）

木曜日
（第 5週除く）

法人税 ･所得税 ･消費税・相続税・贈与税等の税
務相談、記帳、決算指導

労 務
（社会保険労務士） 第 2火曜日 就業規則の整備、労働契約に関する問題、各種助

成金についての相談等、労務問題全般

Ｍ　　 ＆　　 Ａ
（専任アドバイザー） 申込時に調整 事業継承型M&Aを中心とした相談

※経営者の方の相談に限ります

受 発 注
（産業振興センター） 第 2･4 水曜日 製造業を中心とした新たな受注・発注先企業につ

いての相談、受発注取引の適正化に関する相談

経営や複雑な税務・法律問題など専門的事項に関するご相談には、当
商工会議所の専門相談員（税理士・弁護士・中小企業診断士等）によ
る無料相談をご利用ください。
ご希望の際は、事前に☎（０４２－７５３－８１３５)にてご予約ください。

•• 相談は無料です！専門家への経営相談 ••

インフォメーションもくじ／会議所カレンダー

2月12日㈫～3月12日㈫
★印の行事は今号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー
� No.463　2013年2月

も
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3 インフォメーション
働く人の健康づくりについて

4 労働契約法、
高年齢者雇用安定法の改正について

5 新入社員研修案内、神奈川県暴力団排除条例講演会案内、
商人思草塾案内、確定申告無料相談会案内

6 神奈川県優良工場表彰式 他

7 景気観測調査（平成24年度第3四半期：10月～12月）結果 他

8 環境
持続可能な環境共生都市「相模原」をめざして⑩ 他

11 会員PRコーナー
総合資格学院 町田校／相模原塗装協同組合

12 トップインタビュー
～ライフスタイルに合った中古アメ車を販売～
㈲コレクションズ　本多 芳彦さん

13 わが社のいち押し
～クサビ式仮設足場工事を中心に業務展開～
㈱ビルドステップ 

17 新入会員紹介 他

18 経営セーフティ共済

2
　
月

12日（火）
官公需取引促進特別委員会役務小委員会
相模原市青年工業経営研究会 総会・総会懇親会実行委員会
労務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所　
13日（水）
市内日帰りミステリーバスツアー
平成２４年度会員企業ビジネス交流会
新成長ビジネスＧＥＴプロジェクト「水素エネルギー連続セ
ミナー」①テーマ「水素の基礎と産業利用動向」
相模原市青年工業経営研究会 次年度役員予定者会議
受発注相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
14日（木）
商業部会定例会
税務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：本所
発明相談　時間：10:00～15:00　場所：本所
15日（金）
雇用労働専門委員会
７部会合同会議
法律相談　時間：13:30～16:00　場所：本所
許認可相談　時間：13:00～16:00　場所：本所　
16日（土）
第６回ものづくり交流会（町田・八王子・相模原連携事業）
17日（日）
神奈川県商工会議所青年部連合会 YEGまつり
18日（月）
産業基盤整備促進特別委員会
当麻地区整備促進事業説明会
官公需取引促進特別委員会役務小委員会（公共工事）
相模原市青年工業経営研究会 総会・総会懇親会実行委員会
19日（火）
サービス業部会 スマートフォン研修会　
20日（水）
新成長ビジネスＧＥＴプロジェクト「水素エネルギー連続セ
ミナー」②テーマ「水素製造技術の現状と課題」
日商販売士検定1級・3級試験
相模原市青年工業経営研究会 次年度役員予定者会議
21日（木）
金融円滑化法セミナー
商業部会定例会
税務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：南支所
22日（金）
神奈川県商工会議所青年部連合会 第1回次年度役員予定者会議
法律相談　時間：13:30～16:00　場所：本所
24日（日）
日商簿記検定試験
25日（月）
★【p4】改正労働法セミナー
青年部 「2月度をぐり会議」
26日（火）
相模原市青年工業経営研究会 臨時役員会
27日（水）
★【p5】建設業部会 講演会
受発注相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
28日（木）
サービス業部会 視察研修会
相模原市青年工業経営研究会 三役会・総会・総会懇親会実行委員会
税務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：本所

3
　
月

1日（金）
首都圏商工会議所連携事業ビジネス交流会（異業種交流）
法律相談　時間：13:30～16:00　場所：本所
4日（月）
★【p5】さがみはら商人思草塾
相模原市青年工業経営研究会 総会・総会懇親会実行委員会
6日（水）
相模原市青年工業経営研究会 次年度役員予定者会議
7日（木）
公害健康被害補償業務担当者研修会
相模原市青年工業経営研究会 役員会
税務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：南支所
8日（金）
正副会頭会議・運営委員会合同会議
常議員会・研修会
青年部 全国大会（～10日）
法律相談　時間：13:30～16:00　場所：本所
9日（土）
日商販売士資格更新講習会
10日（日）
商業部会先進商業地視察研修（～11日）
相模大野西側地区第一種市街地再開発事業竣工式
11日（月）
★【P14】近未来技術研究会公開講演会・新成長ビジネスＧＥ
Ｔプロジェクト「水素エネルギー連続セミナー」③テーマ「グ
リーン水素社会への展望」
12日（火）
ザ・商談・し・ご・と発掘市
相模原市青年工業経営研究会 総会・総会懇親会実行委員会
労務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所　
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働く人の健康づくりを応援しますインフォメーション
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労働契約法、高年齢者雇用安定法 インフォメーション

労働契約法、高年齢者雇用安定法　改正のお知らせ
労働契約法改正のポイント
「労働契約法の一部を改正する法律」が平成24年 8 月10日に公布されました。
今回の改正では、有期労働契約について、以下の ３ つのルールを規定しています。
有期労働契約とは、 1 年契約や 6 ヶ月契約などの期間の定めのある労働契約のことをいいます。
パート、アルバイト、派遣社員、契約社員、嘱託など職場での呼称にかかわらず、有期労働契約で働く人であれば、
新しいルールの対象となります。

１．無期労働契約への転換
有期労働契約が反復されて通算 5 年を超えたときは、労働者の申込みにより、期間の定めのない労働契
約（無期労働契約）に転換できるルールです。

２．「雇い止め法理」の法定化
最高裁判例で確立した「雇い止め法理」が、そのままの内容で法律に規定されました。
一定の場合には、使用者による雇止めが認められないことになるルールです。

３．不合理な労働条件の禁止
有期契約労働者と無期契約労働者との間で、期間の定めがあることによる不合理な労働条件の相違を設
けることを禁止するルールです。

施行期日：上記「 ２ 」 ⇒ 平成24年8月10日（公布日）　上記「 １ 」 及び「 ３ 」 ⇒ 平成25年4月1日

【お問い合わせ先】
　神奈川労働局　監督課　☎：045‒211-7351

 
高年齢者等の雇用の安定等に関する法律（高年齢者雇用安定法）改正のポイント
急速な高齢化の進行に対応し、高年齢者が少なくとも年金受給開始年齢までは意欲と能力に応じて働き続けら
れる環境の整備を目的として、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」（高年齢者雇用安定法）の一部が改
正され、平成２５年 ４ 月 １ 日から施行されます。

１．継続雇用制度の対象者を限定できる仕組みの廃止
継続雇用制度の対象となる高年齢者につき事業主が労使協定により定める基準により限定できる仕組み
が廃止されます。

２．継続雇用制度の対象者を雇用する企業の範囲の拡大
継続雇用制度の対象となる高年齢者が雇用される企業の範囲をグループ企業まで拡大する仕組みが設け
られます。

３．義務違反の企業に対する公表規定の導入
高年齢者雇用確保措置義務に関する勧告に従わない企業名を公表する規定が設けられます。

４．高年齢者雇用確保措置の実施及び運用に関する指針の策定
事業主が講ずべき高年齢者雇用確保措置の実施及び運用に関する指針の根拠が設けられます。

施行期日：いずれも平成25年4月1日

【お問い合わせ先】
　ハローワーク相模原　☎：042-776-8609

　厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/）でも最新情報が提供されています。

改正労働法（労働契約法、高年齢者雇用安定法）セミナー（参加無料）
日　時： 2 月25日㈪　14時～16時30分
会　場：相模原商工会議所 本館4F 第６会議室

※詳しくは同封のチラシ、または商工会議所ホームページトピックス（http://www.ssp21.or.jp/）をご覧下さい。
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インフォメーション 県暴力団排除条例／新入社員研修／確定申告無料相談会／さがみはら商人思草塾

日　時：4月2日㈫・3日㈬ 9時30分～16時30分
場　所：相模原市立産業会館 3階 大研修室ほか
内　容：新入社員に社会人としての自覚を促し、様々な

環境に適応していくことを学びます。社会人と
してどのように振舞えばよいのか、ロールプレ
イや、現役経営者からの講話を通じ２日間の研
修でしっかりと習得します。

受講料：会員企業 1 名7,000円（非会員企業 1 名14,000円）
定　員：120名（定員に達し次第締め切り）
申込期限： 3 月13日㈬
申込等：内容・申込等は当商工会議所所ホームページにて
　　　　http://www.ssp21.or.jp/seminar/jinzai.htm
お問い合わせ：
　　　　産業振興課　☎ 042-753-8136

主催：相模原商工会議所

2日間コース
ビジネスマナーを習得！

新入社員研修

　本年も個人事業主の方を対象とした「確定申告無料相談会」を実施いたします。
所得税、消費税の確定申告手続きについて、ご不明な点がある方は、この機会にご利用ください。

日　　　時： 2 月25日㈪～ 3月 1日㈮　10時～12時、13時～16時（おひとり 1時間）
場　　　所：相模原市立産業会館 地下1階 多目的室（相模原市中央区中央3-12-1）
相　談　員：東京地方税理士会相模原支部 会員
持参するもの：�税務署から送られた書類（決算書、確定申告書）、平成23年（前年分）の決算書・確定申告書、平成24年月別集

計表等、生命保険料、地震保険料及び国民年金保険料の各種控除証明書、国民健康保険料、医療費等の各種領
収書、筆記具、電卓、印鑑

申 込 方 法：下記まで電話にてお申込ください。※事前予約優先
お問い合わせ：経営支援課　☎ 042-753-8135　

※顧問税理士がいる方、譲渡所得、贈与税、相続に関するご相談の方、法人事業所のご相談には応じられませんのでご注意下さい。

税理士による確定申告無料相談会 ～個人事業者向け～

実務に役立つ企業の対応と重点対策 神奈川県暴力団排除条例施行経
営
講
演
会
の
ご
案
内
参加
無料

日　時　2月27日㈬　14時～16時
場　所　相模原市立産業会館 3階 大研修室
　　　　（相模原市中央区中央3-12-1)
内　容　・暴力団犯罪の現状と対策
　　　　・事業者に努力すべきことが要求される事項
　　　　・暴力団排除条例に違反した場合の取扱い　ほか
講　師　木村 峻郎 氏
　　　　（アイランド新宿法律事務所　代表弁護士）
主　催　相模原商工会議所 建設業部会
＜お申し込み・お問い合わせ＞
　☎ ０４２-７５３-８１３６　産業振興課

　平成23年４月、神奈川県暴力団排除条例が施行さ
れました。条例では、事業者の責務として、暴力団
の活動を助長等することとなる取引を防止するため
の必要な措置や県が実施する暴力団排除施策への協
力が求められています。
　今回、暴力団との取引を防止するための必要な対
処等について学んでいただくことを目的に、利益供
与となる違反事例の紹介をしながら、暴力団排除条
例への理解を深めていただきます。
　この機会に是非ご参加ください！

無 料

さがみはら商
あきんどしぐさじゅく

人思草塾　若手経営者、商店後継者　必聴!!
「お金でなく、人のご縁ででっかく生きろ」著者中村氏を講師に迎え、講演会を開催いたします。
経営に際する出会いについて、多くの気付きを提供する内容。若手経営者、商店後継者必聴です!!

■ 日　　時：3月4日㈪ 19時～20時30分
■ 会　　場：相模原市立産業会館　大研修室（相模原市中央区中央3-12-1）
■ 講　　師：㈲黒船カンパニー　代表　中村　文昭 氏
■ テ ー マ：「頼まれごとは試されごと」
■ 参 加 費：無料
■ 備　　考：講演終了後、意見交換会を同会館内にて開催。会費1,000円（軽食有り）
■ お問い合わせ：産業振興課　☎：042-753-8136 中村 文昭 氏
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神奈川県優良工場／特許庁知財活動支援 インフォメーション
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商
工
会
議
所

が
推
薦
し
た

「
㈱
大
丸
製

作
所
」（
中

央
区
田
名
、
代
表
取
締
役
杉
田
豊
範
氏
、
当
商
工

会
議
所
１
号
議
員
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
当
日
は
、
黒
岩
知
事
よ
り
表
彰
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
、
受
賞
者
に
お
祝
い
の
こ
と
ば

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
杉
田
社
長
は
「
今
回
の
受
賞
は
工
場

を
営
む
者
と
し
て
、
と
て
も
価
値
の
あ
る
も
の
で

あ
り
、
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
㈱
大
丸
製
作
所
」が
受
賞

�

平
成
24
年
度
神
奈
川
県
優
良
工
場

受賞した大丸製作所杉田社長（前列左から4人目）

特許庁が中小企業の皆様の知財活動を支援します。
　特許庁では、国内の産業基盤を支え、地域経済の担い手として大きな役割を果たす中小企業の皆様に対して、「知
的創造」から「権利活用」までの様々な知財活動に応じて各種施策を展開し、総合的に支援しています。主な支援
制度の概要を以下に紹介します。

●「知財総合支援窓口」による支援
　中小企業の方が知財活動を円滑に出来るように、アイデア段階から事業展開までの一貫した支援を行う「知財総
合支援窓口」を全国４７都道府県に設置しています。
　この窓口では、支援人材を配置し、知的財産に関する悩みや課題についてその場で解決を図るワンストップサー
ビスを提供しています。（「全国共通ダイヤル ０５７０-０８２１００」）

●審査請求料・特許料の軽減措置
　中小企業の方（研究開発型、非課税法人、設立10年未満）を対象に、審査請求料と特許料（第 １ 年分から第１０年分）
について、一定の要件を満たした場合に半額軽減を行います。

●早期審査・早期審理制度
　「ライバル企業より早く特許の権利化をしたいが、特許審査請求してから審査してもらうまでに時間がかかる・・」
など、特許出願の中には、事業実施において権利化を急ぐものもあります。こうしたニーズに答えるため、優先的
に特許審査を行う早期審査制度を実施しております。（通常の審査順番待ち期間平均22ヶ月を平均 2 ヶ月に短縮）

●産業財産権専門官による支援
　特許庁の職員である産業財産権専門官が、特許、商標等に関する制度、各種支援策等をユーザーの皆様に知って
いただき、制度を事業に効果的に使っていただけるよう、ご説明に伺っております。（旅費・謝金一切不要）

制度の詳細については、以下のURLもしくは問い合わせ先までご連絡ください。
http://www.jpo.go.jp/index/chusho_kojin_shien.html

（特許庁総務部普及支援課産業財産権専門官　☎ ０３-３５０１-５８７８）
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インフォメーション 平成24年度第３四半期（10月～12月）景気観測調査結果／県信用保証協会

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

�

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

●
経
営
力
強
化
保
証
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
10
月
１
日
に
経
営
力
強
化
保
証
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資
金
の

調
達
に
あ
た
っ
て
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
が
経
営
改

善
に
取
り
組
む
場
合
に
、
金
融
機
関
や
税
理
士
等

の
専
門
家
か
ら
事
業
計
画
の
策
定
支
援
や
継
続
的

な
経
営
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
信
用
保
証

料
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

●
金
融
円
滑
化
特
別
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
最
終
期
限
（
平
成

25
年
３
月
31
日
）
を
間
近
に
控
え
、
当
協
会
で
は

平
成
25
年
２
月
１
日
か
ら
審
査
部
・
営
業
部
お
よ

び
支
所
に
お
い
て
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
向
け
に

「
金
融
円
滑
化
特
別
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
窓
口
で
は
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
年

度
末
の
資
金
需
要
に
関
す
る
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

金
融
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
ご
本
人
確
認
資

料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�
保
証
商
品
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会　

相
模
原
支
所

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://w
w

w
.cgc-kanagaw

a.or.jp

景 気 観 測 調 査 結 果　平成24年度第3四半期（平成24年10月～12月）

全産業DI値はやや悪化▲37　製造業は１年ぶり改善に転じる

　今回の全産業総合DI値は、前回調査時（平成24年 7 月～ 9 月期）から 6
ポイント悪化の▲37となりました。
　業種ごとでは、改善がみられたのは製造業（前回▲47より 9 ポイント改
善）と飲食・サービス業（前回▲26より17ポイント改善）、悪化したのが
建設業（前回▲33より13ポイント悪化）と小売・卸売業（前回▲24より35
ポイント悪化）です。なお、製造業は平成23年10～12月期以来の改善とな
りました。次期見通しについては、各業種とも横ばいもしくは改善する見
通しとなっています。
　調査結果詳細については当商工会議所ホームページ「会議所トピックス」
よりご確認下さい。

今期業況 次期見通し業況

製 造 業 ▲38　 ▲21　

建 設 業 ▲46　 ▲46　

小 売 業
卸 売 業 ▲59　 ▲45　

飲 食 業
サービス業 ▲ 9　 ▲ 9　

全 産 業 ▲37　 ▲28　

調査期間　平成24年12月14日～平成25年 1 月15日
調査対象　当所会員中小企業300社（業種別に無作為抽出）

≪景気観測調査≫
前年度同時期との業況を比較し、「良い／悪い」など
の指標を数値化し景気動向を調査。

「良い」の回答数の割合から「悪い」の回答数の割合
を引いて算出した数値（DI値）を用いる。

業況天気図凡例

晴れ�

DI値30～11

薄曇り�

DI値10～▲10

小雨�

DI値▲11～▲30

雨�

DI値▲31以下

今回ご協力いただきました会員企業の皆様には厚くお礼申し上げます。
本調査は四半期ごとに実施しておりますので、調査票が郵送された際にはぜひご協力下さいますようお願い申し上げます。

飲食・サービス業
小売・卸売業
建 設 業
製 造 業
全 産 業

▲ 100
▲ 90
▲ 80
▲ 70
▲ 60
▲ 50
▲ 40
▲ 30
▲ 20
▲ 10

0
10

H25.1～3月期
（次期見通し）H24.7～9月期 H24.10～12月期H24.4～6月期H24.1～3月期

業
種
別
業
況
DI
値
の
推
移
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環 境持続可能な環境共生都市「相模原」をめざして⑩／ライトダウンキャンペーン

相模原商工会議所電力使用量 12月電力使用量　26,575kwh（昨年同月25,086kwh） 当商工会議所ではエコアクション２１を認証取得
しております

持
続
可
能
な
環
境
共
生
都
市

�

「
相
模
原
」を
め
ざ
し
て
第10回

「
あ
な
た
は
な
に
を
選
び
ま
す
か
？
」

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
が
近
づ
く
と
、
町
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
売
り
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
が
売
ら
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ど

ん
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
買
う
の
か
、
選
ぶ
時
間
も

楽
し
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
の
カ
カ
オ
は
、
コ

ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
や
カ
メ
ル
ー
ン
、
ガ
ー
ナ
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
が
西
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
発
展
途
上
国
で

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
カ
カ

オ
を
採
る
た
め
に
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
大
量
使

用
で
農
地
が
や
せ
、
作
物
が
育
た
な
く
な
っ
た
り
、

極
端
な
低
賃
金
や
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
か

ず
に
働
か
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
口
に
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
、
環

境
を
破
壊
し
、
労
働
力
が
搾
取
さ
れ
て
作
ら
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

今
年
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
選

び
ま
せ
ん
か
？

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

ト
レ
ー
ド
（A

lternative Trade

＝
も
う
１
つ

の
貿
易
）
と
も
呼
ば
れ
、
経
済
的
に
豊
か
な
力
の

強
い
国
に
有
利
な
取
引
で
は
な
く
、
フ
ェ
ア
な
関

係
で
取
引
き
す
る
こ
と
で
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
と
は
、
生
産
者
の
自
立
を
支
援
し
、

こ
ど
も
達
の
権
利
を
守
り
、
環
境
に
も
配
慮
さ
れ

た
方
法
で
栽
培
さ
れ
た
カ
カ
オ
で
作
ら
れ
た
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
で
は
、
以
前
は
ほ
と
ん
ど
目
に

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
で
は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
取

り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と

は
い
え
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
取
り
組
む
に
は
、

時
間
も
費
用
も
か
か
る
の
で
、
店
頭
に
並
ぶ
と
き

に
は
、
他
の
商
品
よ
り
も
割
高
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
買
い
物
で
は
誰
も
が
少
し
で
も
安
く
て
い

い
も
の
を
買
い
た
い
と
思
う
も
の
で
す
が
、
私
た

ち
の
幸
せ
の
た
め
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
だ
れ
か
の

不
幸
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
今
年
は
き
ち
ん
と
選

び
ま
し
ょ
う
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
商
品
を
購
入

す
る
と
、
お
財
布
は
少
し
さ
び
し
く
な
る
け
れ
ど
、

き
っ
と
誰
か
の
幸
せ
を
生
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
社
会
貢
献
し
て
い
る
企
業
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
も
エ
ー
ル
を
送
る
事
が
で
き
る
、
素
敵
な

ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

最
近
は
、
日
本
の
企
業
も
、
環
境
や
社
会
に
貢

献
で
き
る
商
品
を
作
っ
た
り
販
売
す
る
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
長
引
く
不
況
で
、
ど
の
企
業
も

大
変
な
努
力
を
し
て
い
る
中
、
環
境
や
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
や

企
業
を
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。

　

社
会
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
は
、
目
に
見
え
な
い
こ

と
も
知
り
、
遠
い
未
来
の
事
も
考
え
、
今
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

相
模
原
市
立
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

w
w

w
.eic-sagam

ihara.jp

★★★ 町田市・相模原市ライトダウンキャンペーン ★★★

「まちだ・さがみはら 絆
ばん

・創
そう

・光
こう

」にご協力を
３月１１日㈪ 午後６時～８時　町田市・相模原市全域で実施

　市民・事業者・行政が手を携えて協働し（「絆」）、小さな消灯など一人ひとりができることを実践
し（「創」）、そうした行動を積み重ねて街ぐるみの取り組みとすることにより「地球温暖化防止」や「大
気環境保全」について考えるとともに、暮らしや事業活動に支障のない範囲で消灯して星を仰ぐ（「光」）
ことで、大震災からの速やかな復興を祈念するものです。

実施期間　�2 月11日㈪ から 3 月11日㈪ までをキャンペーン期間とし、					   
消灯日時は 3 月11日午後 6 時から午後 8 時までとします。

取組内容
　○ 事業者の協力を得て、営業活動と安全確保に支障のない範囲で屋外看板の消灯などを行う。
　○ 市民の協力を得て、無理のない範囲で消灯する。
　○ 両市庁舎の消灯など、行政による率先した取り組みを行う。
　○ JAXAとの連携などによるイベント（天体観測会等）を両市で実施する。

※詳しくは、相模原市ホームページの 暮らしの情報 → 環境 → トピックス を
　ご覧になるか、お問い合わせください。

お問い合わせ　相模原市環境政策課　☎ 042-769-8240
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役に立つ事業継続計画（BCP）の作り方⑩読 み 物

募集代理店：㈲神奈川ユニオンアシュアランス
代表　畑　喜代司

相模原市中央区田名4417番地　☎ 042ｰ761ｰ3243
 0120ｰ61ｰ3243

問い合わせは…

相模原商工会議所団体扱い

アフラック
（アメリカンファミリー生命保険会社）
・アフラックのがん保険
・もっと頼れる医療保険　新 EVER（エヴァー）

・夢見るこどもの学資保険（事業継承者のための）

役
に
立
つ
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
作
り
方
⑩

～
大
規
模
地
震
な
ど
の
緊
急
事
態
に
備
え
る
～

�

㈱
浜
銀
総
合
研
究
所
　
江
嶋
　
哲
也

●
業
種
別
に
異
な
る
事
業
継
続
計
画

　

今
回
は
、
業
種
別
に
ど
の
よ
う
な
事
業
継
続
計

画
を
立
て
れ
ば
よ
い
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
業
種
に
よ
り
目
標
復
旧
時
間
の

長
短
、
事
業
復
旧
の
鍵
を
握
る
経
営
資
源
が
異
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
九
月
号
で
経
営
資
源
ご
と

に
検
討
し
た
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
、
継
続
や
早

期
復
旧
の
た
め
の
流
れ
（
対
応
シ
ナ
リ
オ
）
は
多

種
多
様
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
製
造
業
に
お
け

る
対
応
シ
ナ
リ
オ
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
製
造
業
の
重
要
な
経
営
資
源
と
対
応
シ
ナ
リ
オ

　

製
造
業
の
場
合
、
製
品
を
生
産
す
る
の
に
、
他

の
業
種
よ
り
も
多
く
の
経
営
資
源
を
必
要
と
す
る

点
（
図
表
１
）、
完
成
し
た
製
品
を
在
庫
と
し
て

持
つ
こ
と
が
で
き
る
点
が
特
徴
に
な
り
ま
す
。

　

大
規
模
地
震
の
発
生
で
、
被
災
し
た
工
場
の
生

産
再
開
に
長
期
間
を
必
要
と
す
る
場
合（
図
表
２
）、

　

①
在
庫
し
て
い
る
完
成
品
を
出
荷
す
る

　

②�

①
の
間
に
別
拠
点
（
自
社
の
別
工
場
、
協
力

工
場
）
で
の
生
産
移
管
の
準
備
を
進
め
る

　

③
別
拠
点
で
生
産
・
出
荷
を
す
る

　

④
①
と
③
の
間
に
被
災
し
た
工
場
を
復
旧
す
る

　

⑤
被
災
し
た
工
場
で
生
産
・
出
荷
を
再
開
す
る

と
い
う
対
応
シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
対
応
シ
ナ
リ
オ
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、

　

・
必
要
な
在
庫
量
の
検
討
と
保
有

　

・
代
わ
り
に
製
造
・
出
荷
可
能
な
拠
点
の
準
備

　
　
（
要
員
の
教
育
、予
備
の
金
型
、設
備
の
保
有
）

　

・
生
産
移
管
の
た
め
の
手
順
の
設
定

と
い
っ
た
点
を
検
討
、
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

　

被
災
し
た
工
場
の
生
産
再
開
が
長
期
に
な
ら
な

い
場
合
、
図
表
２
に
お
け
る
①
、
④
、
⑤
の
対
応

シ
ナ
リ
オ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の
た
め

に
は
、

　

・
代
替
要
員
の
育
成
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備

　

・
設
備
業
者
の
リ
ス
ト
化

　

・
再
調
達
の
困
難
な
設
備
の
交
換
部
品
の
保
有

　

・
情
報
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

・
材
料
や
部
品
の
必
要
在
庫
量
の
検
討
と
保
有

と
い
っ
た
点
を
検
討
、
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

　

工
場
の
被
災
と
は
別
に
、
材
料
や
部
品
の
購
買

先
が
被
災
し
長
期
間
調
達
が
困
難
に
な
る
事
態
の

対
応
シ
ナ
リ
オ
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ａ�

在
庫
す
る
材
料
や
部
品
を
用
い
て
生
産
す
る

　

Ｂ�

Ａ
の
間
に
代
わ
り
の
購
買
先
か
ら
調
達
で

き
る
よ
う
に
す
る

　

Ｃ�

代
わ
り
の
購
買
先
か
ら
の
調
達
に
切
替
え
る

に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
あ
ら
か
じ
め

・
複
数
購
買
の
検
討
と
実
施

・
購
買
先
の
事
業
継
続
力
か
ら
判
断
し
た
、
必

要
な
在
庫
量
の
検
討
と
保
有

・
代
替
の
購
買
先
の
な
い
場
合
、
そ
の
購
買
先

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
確
認
、
策
定
の
依
頼

と
い
っ
た
点
を
検
討
、
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

　

以
上
、
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
対
応
シ
ナ

リ
オ
の
立
案
と
、
そ
れ
に
必
要
な
対
策
を
検
討
し

た
事
業
継
続
計
画
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

㈱
浜
銀
総
合
研
究
所
　
江
嶋
　
哲
也
氏

　

神
奈
川
県
内
の
中
小
企
業
に
対
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
支
援
の
ほ
か
、
神
奈
川

県
な
ど
の
自
治
体
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
調
査

や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
ガ
イ
ド
の
作
成
に
も
携
わ
る
。

③別拠点で
生 産 ・ 出 荷 

 

① 完 成 品 の
在庫の 出 荷  

② 生 産 移
管 の 実 施 

④ 被 災 し た 工 場
の 復 旧 活 動  

⑤ 被 災 し た
Ｘ 工 場 で再開  

時 間 の 経 過

Ｘ
工
場
で
生
産
・
出
荷

災
害
発
生

図表２　被災工場の復旧が長期になる場合の対応シナリオ
　　　　（別拠点での生産・出荷）

製造業 建設業 サービス業
要 員 ◎ ◎ ◎
施 設 ◎ ○
設 備 ◎
情 報
システム ◎ ○ ○

ラ イ フ
ラ イ ン ◎ ◎ ○

在 庫 ◎
購 入 先
協力会社 ◎ ◎ ○

� ◎：特に重要、○：重要

図表１　業種別の経営資源の重要度の比較
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インフォメーションインターネット活用術⑩／パソコン研修

■
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス

　

お
客
様
か
ら
写
真
やPDF

、
動
画
な
ど
の
容
量
の
大

き
い
フ
ァ
イ
ル
を
受
け
取
る
場
合
、
容
量
が10M

B

を
超

え
る
と
メ
ー
ル
添
付
で
は
送
受
信
で
き
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ

も
あ
り
ま
す
。CD-R

やUSB

メ
モ
リ
に
入
れ
て
郵
送
と

い
う
手
段
も
手
間
と
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
便
利
な
の
が
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

大
容
量
フ
ァ
イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス
で
有
名
な
サ
イ
ト
と

い
え
ば
「
宅
ふ
ぁ
い
る
便
（http://www.filesend.

to/

）と「firestorage

（http:// firestorage.jp/

）」

が
あ
り
ま
す
。
無
料
プ
ラ
ン
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ50M

B

、

250M
B

と
い
っ
た
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
を
相
手
先
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
有
料
会
員
に
な
る
こ
と
で
、
最
大2GB

、3GB

と
い
っ
た
大
き
な
フ
ァ
イ
ル
も
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
デ
ー
タ
保
存
期
間
は
３
日
間
か
ら
７
日
間
と
い
う

制
限
が
あ
り
ま
す
が
「
宅
ふ
ぁ
い
る
便
」
は
専
用
ア
プ
リ

で
のiPhone

やiPad

か
ら
の
送
受
信
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
し
、「firestorage

」
は
自
分
宛
専
用
の
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ
を
作
成
で
き
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

一
時
的
な
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
の
や
り
と
り
に
困
っ
た
ら
使

っ
て
み
て
下
さ
い
。

■FTP/SFTP

で
フ
ァ
イ
ル
共
有

　

単
発
的
で
は
な
く
繰
り
返
し
フ
ァ
イ
ル
の
や
り
と
り
が

必
要
な
場
合
は
、
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
な
ど
のFTP

や

よ
り
セ
キ
ュ
ア
なSFTP

と
い
っ
た
仕
組
み
を
利
用
し
て

フ
ァ
イ
ル
共
有
す
る
の
も
便
利
で
す
。
昔
な
が
ら
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
作
業
も
一
般
的
に
はFTP

な
ど
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス
と
異
な
り
容

量
制
限
を
意
識
す
る
必
要
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
転
送
速
度

や
使
い
勝
手
も
快
適
で
す
。FTP/SFTP

対
応
ソ
フ
ト

を
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使
い
方
を
覚
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
ソ
フ
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
使
い
こ
な
せ
ば
パ
ソ
コ
ン
内
とFTP

サ
ー

バ
ー
内
の
内
容
を
比
較
し
て
新
し
い
方
に
そ
ろ
え
る
と
い

っ
た
機
能
も
使
え
て
便
利
で
す
。

　

弊
社
も
必
要
に
応
じ
て
サ
ー
バ
ー
に
各
取
引
先
専
用
の

デ
ィ
レ
ク
ト
リ
とFTP

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
提
供
し

て
い
ま
す
。

■USB

メ
モ
リ
の
よ
う
な
使
い
勝
手
のW

ebDAV
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
サ
ー
バ
ー
を
共
有
デ
ィ
レ

ク
ト
リ
と
し
て
利
用
す
る
方
式
にW

ebDAV

と
い
う
方

式
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
低
価
格
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー

に
も
搭
載
さ
れ
て
き
て
い
る
機
能
で
す
。W

ebDAV

は

FTP

の
よ
う
な
対
応
ソ
フ
ト
を
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト

ー
ル
す
る
必
要
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接

続
先
と
し
て
設
定
し
て
お
く
と
、
ま
る
で
外
付
け
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
やUSB

メ
モ
リ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
先
に
あ
るW

eb

サ
ー
バ
ー
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

取
引
先
と
の
や
り
と
り
だ
け
で
な
く
、
遠
隔
地
の
事
業

所
や
出
張
先
で
の
フ
ァ
イ
ル
共
有
、
災
害
時
の
デ
ー
タ
保

全
と
い
う
効
果
も
あ
る
の
で
、
本
格
的
な
業
務
利
用
を
検

討
し
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
経
由
す
る
た
め
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
な
ど
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
面
で
は
十
分
に
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

�
有
限
会
社
コ
ウ
チ
ヤ　

代
表
取
締
役　

藤
田
　
実

相
模
原
の
お
店
・
企
業
版

�「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
術
」
⑩

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

日立建機教習センタ神奈川教習所
神奈川労働局長登録教習機関

資格取得で悩み解消！資格取得で悩み解消！資格取得で悩み解消！
－安全を支える資格－

従業員が安心して働く為の資格です

助成金の活用が出来ます
建設教育訓練助成金
教 育 訓 練 給 付 金

※技能講習
フォークリフト・クレーン他

＊特別教育
＊安全教育 土・日

も有ります

〒252-0206
相模原市中央区淵野辺2-5-8
TEL 730-6716　FAX 730-6717
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会員ＰＲコーナー会員紹介

会
員
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

掲
載
無
料
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
広
く
Ｐ
Ｒ
を
希
望
す
る
会
員
限

定
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務
課
（
☎
０
４
２
︲
７
５
３
︲
８
１
３
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
掲
載
は
原
則
１
社
年
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

塗装のプロ集団にお任せ下さい！

■ 相模原塗装協同組合　事務局
〒252-0239　相相模原市中央区中央3-12-3　相模原商工会館内
☎＆FAX：042-750-8364
URL： http://www.spc2008.jp/　　E-mail：info@spc2008.jp

　当組合は、建築塗装、鋼橋塗装工事に従事する相模原を中心とした近郊地域の43社による
施工業者が加盟する団体です。塗装とは、建物の美観、保護を目的とし資産価値の向上、ライ
フサイクルの長期化が見込まれます。私達は、地域に密着し、最高の技術、経験を持って皆様
のご要望にお応えしたいと思います。ご用命、お問い合わせは、是非とも、当組合へ！

新宿小学校ボランティア活動（平成24年11月19日実施） 「ぬりぼー」
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トップインタビュー 会員紹介

ア
メ
リ
カ
製
の
車
の
中
古
販
売
を
始
め
た
動
機
は

何
で
し
た
か
。

　
「
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
バ
イ
ク
や
車
が
大
好
き

で
、
テ
レ
ビ
や
映
画
で
見
た
60
年
代
、
70
年
代
の

ア
メ
車
を
自
分
で
運
転
し
て
み
た
い
と
い
う
願
望

は
ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
ア
メ
車
を

自
分
の
仕
事
に
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
親
に
も
そ
れ
は
難
し
い
よ
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る
専
門

学
校
に
通
っ
た
の
で
す
が
、
先
輩
が
経
営
し
て
い

た
中
古
車
の
会
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
実
際
に
ア
メ
車
と
接
し
て
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
受
け
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
音
で
も
車
種
で

も
国
産
車
に
は
な
い
圧
倒
的
な
迫
力
と
魅
力
を
感

じ
た
の
で
す
。
や
っ
ぱ
り
こ
の
業
界
こ
そ
自
分
に

ぴ
っ
た
り
だ
と
確
信
し
、
学
校
を
卒
業
後
、
先
輩

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
６
年
間
、
自
動
車
販
売

の
仕
事
に
励
み
ま
し
た
。
96
年
に
横
浜
市
都
筑
区

で
自
分
の
店
を
立
ち
上
げ
、
98
年
に
現
在
地
で
営

業
を
始
め
ま
し
た
。
車
の
往
来
が
激
し
い
16
号
沿

い
の
こ
こ
な
ら
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
ア
メ
車
は
ア
メ

リ
カ
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
密
接
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
車
に
関
心
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
も

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
で
も
ア
メ
リ
リ
カ
ン
ス
タ
イ

ル
に
あ
こ
が
れ
る
人
た
ち
に
見
て
も
ら
え
れ
ば
と

い
う
気
持
ち
で
し
た
」

経
営
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
？

　
「
大
型
店
に
は
無
い
こ
だ
わ
り
の
車
種
を
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。
こ
の
店
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
も

の
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
展
示
・
販

売
し
て
い
る
の
は
中
古
の
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
、
キ

ャ
デ
ラ
ッ
ク
、
リ
ン
カ
ー
ン
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
な

ど
で
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
も
あ
れ
ば
乗
用
車
や
ト
ラ

ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。
価
格
は
１
０
０
万
円
以
下
の

も
の
か
ら
１
千
万
円
以
上
の
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ

で
す
が
、
３
０
０
万
円
か
ら
４
０
０
万
円
台
が
中

心
で
す
。
い
ち

ば
ん
大
切
に
し

て
い
る
の
は
お

客
様
と
の
信
頼

関
係
で
す
ね
」

ど
ん
な
需
要
が

あ
り
ま
す
か
。

　
「
趣
味
で
乗

っ
て
い
る
人
や

興
味
の
あ
る
人

が
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ネ

ッ
ト
や
専
門
誌
を
通
じ
て
情
報
発
信
を
し
て
い
ま

す
の
で
、『
ど
う
し
て
も
こ
の
車
を
』
と
注
文
し

て
く
れ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
れ
こ
そ
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
に
お
客
様
が
い
ま
す
。
仕

入
れ
は
国
内
が
７
割
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
が
３
割
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
国
内
で
査
定
の
依
頼
が
届
く

と
、
必
ず
自
分
の
一
台
積
み
の
ト
ラ
ッ
ク
で
現
地

に
赴
き
、
査
定
を
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
で
も
売

れ
る
と
い
う
商
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
マ
ニ

ア
に
も
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
査
定
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
直
接
足
を
運
ぶ
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
が
多
く
、
成
約
率
は
高
い
で
す
ね
。
一

度
つ
な
が
り
の
で
き
た
お
客
様
と
は
長
い
お
付
き

合
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
査
定
価
額
や
販
売
価
格

の
設
定
に
つ
い
て
、
お
得
意
さ
ん
か
ら
『
本
多
さ

ん
が
付
け
た
値
段
な
ら
間
違
い
は
な
い
』
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」

今
後
の
経
営
方
針
は
？

　
「
何
よ
り
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
趣
味
性
の
高
い
商
品
で
す
の
で
コ

ア
な
お
客
様
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
若
者
の

車
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ト
ヨ

タ
の
86
の
よ
う
に
販
売
台
数
が
伸
び
て
い
る
車

も
あ
り
、
も
う
一
度
車
の
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
若

い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
う
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
店
の
主
力
商
品
で
あ
る

ア
メ
車
は
エ
コ
カ
ー
と
は
真
逆
の
イ
メ
ー
ジ
で

と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
も
あ

り
ま
す
し
、
欧
州
製
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
や
電
気
自

動
車
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
も
情
報
発
信

し
て
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
自
分

だ
け
の
車
を
探
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ
相
模
原
の
お
客

様
が
少
な
い
の
は
残
念
で
す
。
販
売
、
買
い
取
り
、

修
理
だ
け
で
な
く
、
国
産
車
の
車
検
な
ど
も
承
っ

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
車
の
こ
と

な
ら
何
で
も
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
中
古
ア
メ
車
を
販
売

Top 
Interview
トップ
インタビュー

東京都出身。趣味も車で、ドライブが何より
の楽しみ。横浜市在住。44歳。

相模原市南区上鶴間１－５－２
☎ ０４２-７６５-８５５８

URL：http://www.collections.co.jp

㈲
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ

�

代
表
取
締
役

本
多
芳
彦 

さん

工場内での点検作業



13 相模原商工会議所［会報］2 月号

わが社の『いち押し』会員紹介

社
わが

の『
い
ち
押
し
』

　

㈱
ビ
ル
ド
ス
テ
ッ
プ（
野
口
一
広
代
表
取
締
役
）

は
２
０
０
８
年
３
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ク
サ

ビ
式
仮
設
足
場
工
事
、
ク
サ
ビ
式
足
場
「
ヘ
イ

ワ
ビ
ル
ダ
ー
」
を
始
め
と
す
る
仮
設
材
料
の
販
売
、

仮
囲
い
、
各
種
シ
ー
ト
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
な

ど
を
業
務
に
し
て
い
ま
す
。

　

南
区
磯
部
出
身
の
野
口
社
長
（
44
）
は
若
い
こ

ろ
か
ら
足
場
工
事
、
観
光
ハ
イ
ヤ
ー
の
運
転
手
、

不
動
産
の
営
業
職
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
30

代
の
と
き
「
足
場
の
仕
事
で
独
立
し
よ
う
」
と
一

念
発
起
。
起
業
資
金
を
貯
め
る
た
め
大
手
足
場
メ

ー
カ
ー
の
協
力
業
者
と
し
て
５
年
間
下
請
け
の
仕

事
に
従
事
し
ま
し
た
。「
独
立
す
る
と
い
う
目
標

が
あ
っ
た
か
ら
強
い
や
り
が
い
を
感
じ
た
。
経
験

を
積
む
中
で
痛
感
し
た
の
は
、
今
の
時
代
に
合
っ

た
仕
事
を
す
る
に
は
昔
の
職
人
感
覚
で
は
ダ
メ
だ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
と
回
想
し
ま
す
。

　

会
社
を
立
ち
上
げ
た
当
初
は
、
購
入
し
た
材
料

で
で
き
る
範
囲
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。「
不

動
産
の
営
業
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
町
田
市
と
川
崎

市
麻
生
区
が
主
な
営
業
範
囲
だ
っ
た
の
で
、
付
き

合
い
が
あ
っ
た
町
田
や
麻
生
区
の
工
務
店
、
塗
装

店
の
ツ
テ
で
取
引
先
を
開
拓
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
」
と
野
口
社
長
。
そ
の
後
次
第
に
取
引
先
の
幅

が
広
が
り
、
現
在
は
多
摩
方
面
や
横
浜
市
で
の
仕

事
が
増
え
、
主
に
中
低
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
一
般
住

宅
の
仮
設
足
場
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

仮
設
足
場
に
は
ク
サ
ビ
式
と
枠
組
み
の
２
つ
の

方
式
が
あ
り
ま
す
が
、
ビ
ル
ド
ス
テ
ッ
プ
社
が
採

用
し
て
い
る
ク
サ
ビ
式
は
、
施
工
が
早
く
、
狭
い

場
所
で
の
細
か
い
対
応
が
し
や
す
い
の
が
メ
リ
ッ

ト
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
足
場
構
築
に
使
う
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
素
材
や
機
器
を
常
備
す
る
た
め
の
施
設

と
し
て
、
圏
央
道
相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
至
近
の
厚
木

市
関
口
に
広

さ
１
５
０
０

平
方
メ
ー
ト

ル
近
く
の
資

材
セ
ン
タ
ー

を
確
保
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
仕

事
の
受
注

量
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
ほ

ど
十
分
に
あ
り
、
30
代
前
半
中
心
の
社
員
４
人
の

ほ
か
外
注
、
協
力
業
者
が
一
体
で
施
工
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
同
業
他
社
が
多
い
た
め
価

格
勝
負
を
強
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

素
材
や
機
器
を
更
新
す
る
た
め
の
新
た
な
投
資
も

必
要
で
あ
り
、
景
気
の
低
迷
に
伴
う
取
引
先
の
倒

産
と
い
う
試
練
も
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
生
き
残
り

の
た
め
に
最
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
『
仕
事

の
質
』
で
す
。「
単
価
で
勝
負
す
る
の
で
は
な
く
、

仕
事
の
質
で
評
価
さ
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い
」
と

い
う
野
口
社
長
の
信
条
を
表
し
て
い
ま
す
。「
そ

の
た
め
に
何
よ
り
も
大
事
な
の
は
、
社
員
教
育
。

施
工
技
術
を
み
が
く
だ
け
で
な
く
、
注
文
主
や
現

場
の
近
隣
住
民
の
方
々
へ
の
適
切
な
対
応
も
徹
底

さ
せ
た
い
」
と
い
う
言
葉
に
力
を
こ
め
ま
す
。
ま

た
、「
現
場
で
の
業
務
管
理
を
い
っ
そ
う
適
切
に

行
う
た
め
に
も
、
今
は
外
注
に
出
し
て
い
る
仕
事

を
社
内
で
こ
な
せ
る
よ
う
に
若
い
未
経
験
の
人
材

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
将
来
に
向
け
た
人
材

強
化
の
方
針
を
説
明
し
ま
す
。

　

売
上
高
で
は
直
近
の
８
千
万
円
と
い
う
年
商
を

１
億
円
台
に
乗
せ
る
の
が
当
面
の
目
標
で
す
。「
景

気
が
悪
い
時
期
に
始
め
た
か
ら
経
営
の
苦
し
さ
は

あ
る
が
、
い
つ
か
は
よ
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
希

望
も
持
っ
て
い
る
」
と
前
向
き
な
野
口
社
長
。
今

後
に
つ
い
て
は
消
費
税
の
税
率
ア
ッ
プ
を
控
え
た

駆
け
込
み
需
要
を
見
込
む
一
方
、
ア
ッ
プ
後
の
需

要
の
減
少
に
も
備
え
て
い
く
考
え
で
す
。

　

最
近
相
模
原
商
工
会
議
所
に
入
会
し
た
の
は
、

「
私
自
身
生
ま
れ
も
育
ち
も
相
模
原
だ
か
ら
、
地

元
企
業
と
接
す
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」
と
考
え

た
か
ら
で
す
が
、
知
り
合
い
か
ら
青
年
部
な
ど
内

部
団
体
の
活
発
な
活
動
を
耳
に
し
て
関
心
を
深
め

た
の
も
大
き
な
理
由
で
す
。「
ま
だ
入
会
し
て
日

は
浅
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
情
報
が
入
っ
て

く
る
の
で
勉
強
に
な
る
。
地
元
企
業
と
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
、
相
模
原
に
ビ
ル
ド
ス
テ
ッ
プ
あ
り
と

い
わ
れ
る
会
社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
野
口
社

長
は
さ
ら
な
る
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

㈱
ビ
ル
ド
ス
テ
ッ
プ

ク
サ
ビ
式
仮
設
足
場
工
事
を

�
中
心
に
業
務
展
開

仕
事
の「
質
」を
重
視
す
る
仮
設
足
場
工
事
で

�

堅
調
に
発
展
し
、更
な
る
飛
躍
目
指
す

事　務　所　相模原市南区磯部２４５－２
　　　　　　☎ ０４６-２０５-７９１５
資材センター　厚木市関口４９１－１

クサビ式仮設足場の設置作業

ビルドステップ社の施工現場
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青工研／青年部／近未来研 アクティブ５

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
５　
内
部
団
体
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
（
吉
田
英
訓

会
長
）
は
１
月
18
日
、
商
工
会
館
で
次
年
度
役
員

選
任
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
32
名
が
出
席
し
、
次
年
度
役
員
並
び
に

組
織
体
制
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
会
長
に
選
任
さ
れ
た
の
は
、
小
林
昌
純

氏
（
㈱
コ
バ
ヤ
シ
精
密
工
業 

代
表
取
締
役
）。

　

就
任
あ
い
さ
つ
で
、
小
林
氏
は
「
相
模
原
の
工

業
は
我
々
が
担
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
欲
し
く

な
い
。
こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
次
年
度
は
年
間
テ

　

青
年
部
（
長
谷
川
光
明
会
長
）
は
１
月
15
日
、

市
立
産
業
会
館
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
平
成
25

年
度
の
役
員
、
理
事
、
及
び
組
織
体
制
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

次
年
度
会
長
に
は
、
現
会
長
の
長
谷
川
光
明
氏

（
㈲
長
谷
川
保
険
事
務
所
取
締
役
）
が
再
任
さ
れ
、

飛
躍
の
２
年
目
と
し
て
青
年
部
の
更
な
る
発
展
に

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
氏
は
あ
い
さ
つ
で
「
青
年
部
が
一
丸
と

な
り
様
々
な
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
で
、

相
模
原
を
よ
り
一
層
元
気
な
街
に
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
終
了
後
は
新
年
会
を
開
催
し
、
河
本

会
頭
、
歴
代
青
年
部
会
長
な
ど
が
出
席
し
、
和
や

か
に
歓
談
を
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

直
前
会
長
＝
関
戸
和
浩
（
㈱
く
ら
や
）、
副
会
長

＝
岡
野
祐
一
（
㈱
櫻
内
工
務
店
）、
春
山
浩
（
㈱

清
和
サ
ー
ビ
ス
）、
清
水
良
則
（
㈲
シ
ミ
ズ
リ
ビ

ン
グ
）、
山
口
恒
（
㈱
山
口
工
業
）、
監
事
＝
小

峰
望
（
の
ぞ
み
合
同
事
務
所
）、
八
木
充
史
（
㈲

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）、

会
計
・
理
事
＝
白
井
拓
朗
（
㈱
ハ
シ
モ
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
）、
理
事
＝
松
下
龍
治
（
エ
ム
ズ
テ

ク
ノ
㈱
）、
澤
田
弘
之
（
㈱
さ
わ
だ
ケ
ア
オ
フ
ィ

ス
）、
唐
澤
章
三
（
イ
ン
ク
ル
ー
プ
合
同
会
社
）、

西
居
誠
二
（
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
）、
鈴
木
る
み

（
大
道
舎
）、
赤
坂
徹
（
テ
ィ
ー
ズ
カ
ー
ゴ
）、
坪

田
秋
司
（
す
し
処　

彩
）、尾
作
太
一
（
㈱
文
盛
堂
）、

坂
元
剛
（
㈱
マ
ル
ミ
キ
フ
ー
ズ
）、増
田
健
海
（
㈲

増
田
表
具
店
）、
松
下
龍
太
（
㈱FO

R
T

）、
柴
田

輝
隆
（
㈱A

P
O

-C
O

M
I

）、
笹
崎
智
成
（
㈱
ス
リ

ー
ワ
イ
ズ
）

ー
マ
と
し
て
『
未
来
創
造
』、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
『
相
模
原
の
工
業
は
我
々
が
担
う
！
』
を
掲
げ

た
。
相
模
原
は
政
令
市
の
中
で
は
知
名
度
が
低
い

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
青
工
研
の
名
を
全
国
に
広

め
る
こ
と
で
、
相
模
原
の
産
業
を
盛
り
上
げ
、
工

業
で
こ
の
街
を
元
気
に
し
た
い
。
周
り
の
人
を
幸

せ
に
出
来
る
環
境
を
作
れ
る
よ
う
、
皆
で
も
っ
と

良
く
な
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

副
会
長
＝
高
田
浩
樹
（
㈲
フ
ァ
ル
コ
ン
）、
古
橋

裕
一
（
相
陽
建
設
㈱
）、
監
事
＝
稲
場
純
（
㈱
リ

ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
）、
渡
邊
将
文
（
㈱
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

テ
ク
ノ
ス
）、
財

務
理
事
＝
秋
山
直

樹
（
新
光
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
㈱
）、

渉
外
理
事
＝
横
江

利
夫
（
旭
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
㈱
）、

担
当
理
事
＝ 

大

塚
正
浩
（
㈱
大
塚

鉄
工
所
）、
櫛
間

一
緒
（
ワ
ン
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
㈱
）、

鈴
木
道
雄
（
永
進

テ
ク
ノ
㈱
）

青工研

小
林
昌
純
氏（
㈱
コ
バ
ヤ
シ
精
密
工
業

代
　
表
　
取
　
締
　
役
）を

�

第
34
代
会
長
に
選
任

次
年
度
役
員

選
任
総
会

平成25年度新役員メンバー

臨時総会を
開　　　催

長
谷
川
会
長
再
任
、

�

飛
躍
の
２
年
目
へ

青年部

抱負を述べる長谷川会長

グリーン水素社会への展望 ～近未来におけるエネルギー革命～

相模原商工会議所 工業部会 近未来技術研究会 公開講演会のご案内

　平成23年 3 月11日の東日本大震災以降、再生可能エネ
ルギーへの期待が大きくなっています。現在、効率的か
つ大規模に貯蔵輸送でき、スマートシティに対応可能な
二次エネルギーとして再生可能エネルギーを用いる「グ
リーン水素」が注目されています。
　こうした環境変化のもと、今回の公開講演会では、水
素研究の　第一人者である太田健一郎氏をお迎えいたし
ます。大変貴重な講演となりますので、是非この機会に
ご参加ください！

■日　時：３月１１日㈪　１８時３０分～２０時
■会　場：相模原市立産業会館 ３F 大研修室
■共　催：相模原商工会議所 工業部会
　　　　　新成長ビジネスＧＥＴプロジェクト
■講　師：太田 健一郎 氏
　　　　　(横浜国立大学 特任教授、グリーン水素研究センター センター長)
■参加費：無料
■定　員：６０名（※申込先着順）
■申込・問合せ：☎ ０４２-７５３-８１３５（経営支援課）
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告
さ
れ
、
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
つ
つ
も
、
恩
師

で
あ
る
作
家
、
水
上
勉
氏
の
激
励
の
中
、
必
死
の

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
舞
台
に
立
つ
ま
で
の
い
き
さ

つ
や
、
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
時

に
涙
、
時
に
笑
い
を
誘
う
プ
ロ
な
ら
で
は
の
語
り

口
で
、
聴
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
は
、

講
師
を
囲
ん
だ
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、

神
奈
川
県
内
の
女

性
会
メ
ン
バ
ー
が

懇
親
を
深
め
ま
し

た
。

　

女
性
会
（
猪
熊
幸
江
会
長
）
で
は
、
平
成
24
年

12
月
11
日
、
メ
ル
パ
ル
ク
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
神

奈
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
講
演
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
神
奈
川
県
内
の
女
性
会
員
１
１
０
名

が
集
い
、
当
商
工
会
議
所
女
性
会
か
ら
も
６
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
文
学
座
出
身
で
あ
り
、
不
慮

の
事
故
を
経
て
日
本
で
初
め
て
の
「
車
椅
子
女

優
」
と
し
て
全
国
で
活
躍
す
る
、
萩
生
田
千
津
子

氏
が
講
師
と
し
て
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
萩
生
田
氏

は
、
不
慮
の
事
故
で
医
師
に
一
生
寝
た
き
り
を
宣

女性会／都産研／新年賀詞交歓会／常議員会アクティブ５

　

都
市
産
業
研
究
会
（
中
嶋
幸
夫
会
長
）
で
は
、

昨
年
12
月
12
日
、「
相
模
原
市
が
行
っ
て
い
る
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
現
状
と
今
後
」
を
テ
ー
マ
に
、

相
模
原
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課
（
林
課
長
他

２
名
）
を
お
招
き
し
て
定
例
会
を
開
催
し
、
会
員

と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
林
課
長

よ
り
居
住
意
欲
度
の
高
い

伸
び
率
を
背
景
に
人
口
の

転
入
超
過
が
進
む
本
市
の

現
状
と
、
推
進
課
が
行
っ

て
い
る
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
や

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
興
味
を
ひ
く
取
り
組
み
と
都
市

ブ
ラ
ン
ド
力
に
つ
い
て
の
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　

特
に
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
は
発
信
者
が
所
有
す
る

も
の
で
な
く
、
受
け
手
が
享
受
し
て
初
め
て
ブ
ラ

ン
ド
と
な
る
こ
と
や
、
自
然
や
文
化
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
魅
力
で
も
現
代
の
人
が
素
敵
と
思
う
も
の

に
し
て
伝
え
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
こ
と
な
ど
、

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
進
め
る
際
は
生
活
者
か
ら
み

た
相
模
原
の
イ
メ
ー
ジ
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
中
嶋
会
長
は
、「
本
日
お
話
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
現
在
の
都
産
研
が
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
と
整
合
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
安
心

し
ま
し
た
。
是
非
と
も
当
団
体
の
声
に
耳
を
傾
け
、

相
模
原
の
中
に
住
む
人
々
の
意
見
を
反
映
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

　

第
１
８
８
回
常
議
員
会
を
１
月
18
日
、
市
立
産

業
会
館
国
際
商
談
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

25
名
が
出
席
し
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

■
議
案
は
次
の
と
お
り

・�

相
模
原
商
工
会
議
所
第
２
次
中
期
行
動
計
画

（
平
成
25
年
度
～
27
年
度
）（
案
）
に
つ
い
て

・�

相
模
原
商
工
会
議
所
第
２
次
環
境
行
動
計
画

（
平
成
25
年
度
～
27
年
度
）（
案
）
に
つ
い
て

・
新
規
会
員
の
加
入
承
認
に
つ
い
て

新
春
経
済
講
演
会
を
開
催

　

１
月
18
日
、
市
立
産
業
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

㈱
浜
銀
総
合
研
究
所
調
査
部
長
・
主
任
研
究
員
の

北
田
栄
治
氏
を
招
き
、「
経
済
環
境
が
変
化
す
る

中
で
の
２
０
１
３
年
の
日
本
経
済
の
展
望
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
春
経
済
講
演
会
を
開
催

し
、
会
員
ら
約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
１
月
10

日
、
相
模
原
市
立
産
業
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
を
は

じ
め
、
地
元
選
出
の
国･

県･

市
議
会
議
員
や
市
内

外
の
経
済
団
体
関
係
者
な
ど
約
２
８
０
名
が
集
い
、

新
し
い
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
河
本
会
頭
は
あ
い
さ
つ
で
、「
今
年
は

当
商
工
会
議
所
が
創
立
40
周
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、
行
政
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
図
り
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
支
援
・

協
力
す
る
な
ど
、
本
市
の
更
な
る
産
業
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
新
年

の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
、
加
山
相
模
原
市
長
、

中
村
市
議
会
議
長
、
赤
間
二
郎
衆
議
院
議
員
な
ど

か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
後
、
市
内
商
工
業
の
繁
栄
に

願
い
を
込
め
て
、
福
だ
る
ま
の
目
入
れ
を
行
い
、

篠
﨑
名
誉
会
頭
の
乾
杯
で
、
和
や
か
に
歓
談
を
し

ま
し
た
。

神
奈
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
講
演
会
に
参
加

女性会

聴衆を魅了する萩生田 氏

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
現
状
を
研
修

�

12
月
定
例
会
開
催

都産研

定例会であいさつする中嶋会長

常
議
員
会
を
開
催

第１８８回

2013年の展望について語る北田講師

創立40周年の節目に
更なる産業振興を決意

～平成25年新年賀詞交歓会開催～
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インフォメーション商工会議所ご意見・ご要望／平成24年度特定商工業者負担金／備蓄用さがみの潤水　他

マルケイ融資（利子補給実施中）
利率（２月１日現在）
1.75％

実質利率（当初24ヵ月間）
0.525％

※�更に現在、設備資金は当初24カ月間、利率が0.5％低減されます。

　マルケイ融資の貸付金利70%が当初24カ月間、相模原市より
補給されております。
　マルケイ融資は当商工会議所の推薦により、無担保・無保証
人で低利融資が受けられる小規模事業者向け日本政策金融公庫
の公的融資制度です。
　事業資金のご相談の際は是非、お問い合わせ下さい。

お問い合わせ先：経営支援課　☎ 042-753-8135
お問い合わせは 神奈川県行政書士会相模原支部 まで

☎ 042-730-3242

神奈川県行政書士会 相模原支部案内
　行政書士とは、みなさまの代理人として、暮しに役立つ書類の作成や
手続きをお手伝いしております。

行政書士の主な業務は下記のとおりです。
○遺言書作成と相続手続き　　　○内容証明郵便の作成に関すること
○契約書の作成に関すること　　○建設業の許可申請に関すること
○法人設立等に関すること　　　○自動車・物流に関すること
○営業許可申請に関すること

上記のほかにもさまざまなご相談に応じております。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
会
員
企
業
の
活
力
強
化

と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
会
員
企
業
の
皆

様
の
お
役
に
立
つ
諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
会
員

皆
様
か
ら
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
伺
い
し
、
今
後

の
施
策
等
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
当
商
工
会
議
所
事
業
等
に
対

す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
左
記
の
要
領
に
て
２
月

25
日
（
月
）
ま
で
に
お
送
り
下
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

提
出
方
法

　

当
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

【
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
】
か
ら

送
信
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

http://w
s.form

zu.net/fgen/S
30575011/

　

な
お
、
今
回
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
頂
い
た
方
の

中
か
ら
、
抽
選
で
10
名
の
方
に
「
木
下
サ
ー
カ
ス

横
浜
公
演
」（
２
月
17
日
～
５
月
７
日
）
の
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

商
工
会
議
所
に
対
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

�
【
木
下
サ
ー
カ
ス
公
演
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
進
呈
】

　当商工会議所では、一定規模以上の商工業者である特
定商工業者（事業所）の法定台帳が義務付けられており、
その管理運営等に要する諸経費として、費用のご負担を
いただいております。出費多端の折とは存じますが、何
卒ご負担くださるようよろしくお願いいたします。
　○再請求書類　　 2 月上旬発送（支払期日: 3 月15日）
　○負 担 金 額　　1,500円
すでに、ご負担済みの方はご容赦くださるようお願いい
たします。

【お問い合わせ先】　総務課　☎ 042-753-8131

平成24年度
特定商工業者負担金の再請求のお知らせさがみの潤水R

アルミボトルで新登場。
備蓄用
（５年保存）

限定550
セットでの

ご提供

　このたび「さがみの潤水備蓄用」を販売することとなりました。
　これは災害備蓄用の飲料水として、 ５ 年間の長期保存が可能です。

「さがみの潤水備蓄用」は、“市民に潤いを与える水”をコンセプトに、
古くから“おいしい水”として親しまれてきた北丹沢山麓津久井の水を
ボトリングしました。

特徴
・ 5 年間の長期保存が可能
・災害時のBCP対策として最適
・�売上の一部（ 1 本につき 5 円）を環境

保全等に活用

相模原商工会議所会員価格　 1 本130円（税込）
お問い合わせ先　共済検定課　☎ 042-753-8134
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新会員紹介　他インフォメーション

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

相模原市立産業会館
多目的ホール改修工事のお知らせ

２月15日㈮から3月13日㈬までの間、１階多目的ホールの改修工事を行うため、ホール
のご利用ができません。大変ご不便をおかけ致しますがよろしくお願い申し上げます。

新会員紹介
※事業所のご希望により掲載していない場合もあります。

（平成24年12月1日〜12月31日）

部　会 事業所名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ティーワイエスファクトリー 立川　陽一 緑区下九沢2933
リンナイハイツ102 042-713-1819 バイク販売

商 業 ベ ス ト タ イ ヤ 水島　起雄 緑区大島1400-1 042-761-2199 タイヤショップ

工 業 ㈱　ア　サ　ヒ　食　品 森岡　雅彦 中央区鹿沼台1-3-12
パロス竹内ビル１F 042-794-6671 サンドイッチ製造卸

工 業 ㈱　ウエキコーポレーション
相 模 原 営 業 所 中村　正行 中央区田名塩田1-17-9 042-777-5420 高圧ガス販売、ガス及び薬品関連

設備工事、ガス機器販売

工 業 サ ン ラ イ ズ ㈲ 五十嵐 政浩 緑区田名2332-4 042-762-8562 電子機器設計、製造

工 業 ㈱　ミ　　　マ　　　ツ 松良　正毅 南区大野台3-25-23 042-755-5887 製缶業

サービス業 ㈱　アシスト・イー・エス
神 奈 川 営 業 所 吉田　　浩 南区上鶴間3-2-2 042-702-9306 工場・商業ビル・研究所・ホテル・

病院等設備保守、整備

サービス業 ㈱　Ａ　　　ｉ　　　ｒ 野原　　渉 中央区相模原4-5-1-702 042-707-8763 葬儀関連全般、各種セレモニー会
場での生演奏

サービス業 ㈱　ケ イ ・ ア ー ス 岡野　智博 中央区相生4-9-20 042-707-9007 住宅用太陽光発電システム、介護
住宅リフォーム企画、販売、施工

サービス業 社会福祉法人　幸　会 草薙　喜義 南区相模大野9-12-22 042-766-1700 介護老人福祉施設

サービス業 ㈲　ホ ー マ さ く ら 山口　正夫 緑区二本松1-1-12
インサイドビル２階A 042-850-6755 訪問介護

サービス業 ヘ ア ー サ ロ ン ナ ポ リ 鈴木　英明 南区相南4-3-27 042-747-5760 カット・カラー・パーマ・育毛・
増毛の施術、関連商品ネット販売

建 設 業 ㈱　松　浦　工　務　店 松浦　教郎 中央区横山台1-27-29 042-853-5857 型枠工事

特別会員 ㈱　ア 　 イ 　 エ 　 ス 伊藤 喜久雄 新宿区四谷3-7　7F 03-3355-3561 コンサート・芝居等の企画及び制作

特別会員 東岐運輸㈱関東営業所 渡邉　明義 大和市中央林間西2-7-3 046-240-9393 自動車及び産業用機械部品運送及
び保管

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載していない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

商 業 ㈱モデスト 組 織 ㈱モデスト ㈲モデスト
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経営セーフティ共済 インフォメーション

平成23年10月から改正！

① 共済金の貸付限度額　：
　　　　　３，２００万円　→　８，０００万円
② 掛金の積立上限額　　：
　　　　　　  ３２０万円　→    　  ８００万円
③ 掛金月額の上限額　　：
　　　　　　　　  ８万円　→  　　　２０万円
④ 共済金の償還期間　　：
　　　　一律５年　→　貸付額に応じて５～７年
　　　　　  5,000万円未満　　　　　　　　５年
　　　　  　5,000万円以上6,500万円未満　   ６年
　　　　  　6,500万円以上8,000万円以下　   ７年
⑤ 早期償還手当金の創設

●本制度の詳しい内容は、パンフレット・ホームページ等を必ずご覧ください。

８０００

共済金の借入条件は、無担保、無保証人です。
（最初の６ヶ月は据え置き）元金均等返済。
ただし、共済金の１／１０に相当する額は、
掛金総額から控除され、他の加入者が利用
する貸付金の原資として充てられます。

取引先の倒産とは、私的整理の一部・法的
整理の申立て・銀行取引停止処分をいいます。
（夜逃げは含まれません。）相模原商工会議所

〒252-0239 神奈川県相模原市中央区中央3-12-3
☎ 042-753-8135　　FAX.042-753-7637

� ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
� 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中


